
  

平成２４年度「こども模型飛行機教室」事業報告 

事業概況 

事業８年目となった今年度は、東北から九州まで全国２３箇所での開催が予定されてい

ました。残念ながら、第１回の四万十川水上機フェスティバル会場のほか２箇所での  

開催が天候や参加者数の関係で中止となり、結果として２０箇所での開催となりました。  

参加者数は講師･指導員、保護者、学校教職員等を含め約１０００名であり、うち子供達が

約７８０名でした。また、多くの子供たちに模型飛行機を楽しんでもらおうと当教室以外

の場でも模型飛行機教室を独自に開催する主催者からの要請により、合計８４５機のスカイ・

キッズ号を有償頒布しました。 

今年度も多くの模型関係団体や企業のご理解とご協力、ご支援等をいただき、円滑に  

事業を行うことができたことに、感謝致します。 

個別の実施状況は以下に記載しますので、ご一読いただき、今後も各位のご支援と   

ご協力を賜りたく存じます。 

 

 

教室事業実績 （「＊」は新規開催） 

第１回（高知） 

場 所：第９回 四万十川 RC 水上機フェスティバル会場（高知県四万十市） 

日 付：平成２４年４月２１日（土）～２２日（日） 

スタッフ：（指導員兼事務局）長谷川克、長谷川ひろ子 

参加者：開催中止（悪天候の為実施できなかった。120 名の予定であった） 

機 材：ゴム動力模型飛行機（ツバメ玩具製作所・プロペラひこうき） 

 

第２回（東京） 

場 所：渋谷区立上原小学校（東京都渋谷区） 

日 付：平成２４年６月２３日（土） 

スタッフ：（講師）和田光信（指導員）井澤正男、勝山彊、平尾寿康（事務局委託）吉岡靖夫 

参加者：３４名（小学２～６年生）、その他地区委員会委員等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：渋谷区青少年対策上原地区委員会の依頼で６年連続の開催 

 

第３回（東京） 

場 所：江戸川区立鹿骨東小学校（東京都江戸川区） 

日 付：平成２４年７月１７日（火） 

スタッフ：（１組担当）渡久地政光、平尾寿康（２組担当）岡田英二、出口東生 

（３組担当）山科達雄、勝山彊 （事務局）種村英樹 

参加者：８３名 （小学校６年生、３クラス） 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：学校の依頼に公開授業として５年連続の開催 



  

第４回（大阪） 

場 所：岬町多奈川地区多目的公園（大阪府泉南郡岬町） 

日 付：平成２４年７月２７日（金） 

スタッフ：（講師兼事務局）長谷川克（指導員）長谷川ひろ子 

参加者：２２名（小学２～５年生）、他兄弟の幼児、保護者 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：岬町多奈川地区整備促進協議会からの依頼で２年連続開催 

 

第５回（埼玉） 

場 所：カスリーン公園セミナー室（埼玉県加須市） 

日 付：平成２４年７月２８日（土） 

スタッフ：（講師兼事務局）山科達雄 主催者ボランティア４名 

参加者：１８名（小学１～６年生） 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：NPO 学生航空連盟主催の「セスナ 172 遊覧飛行」と同時開催 

  

第６回（宮崎） 

場 所：宮崎県延岡市民体育館（宮崎県延岡市） 

日 付：平成２４年８月４日（土） 

スタッフ：（講師兼事務局委託）島崎 一（指導員ボランティア）延岡 RCクラブ員 

参加者：４７名（小学１～６年生）、保護者等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他： 後藤勇吉顕彰会(延岡 RCクラブ)からの申込 

     ｢後藤勇吉誕生 116メモリアル飛行大会｣の一部として開催 

 

第７回（千葉） 

場 所：浦安市立富岡小学校（千葉県浦安市） 

日 付：平成２４年８月１０日（金） 

スタッフ：（講師兼事務局）山科達雄（指導員）渡久地政光（指導員）勝山 彊 

対象者：４６名（富岡小学校地区児童育成クラブ） 

参加者：３５名（小学校１～４年生） 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：富岡小学校地区児童育成クラブからの申込  

    参加者が１・２年生主体のため実施スケジュールを変更し開催 

 

第８回（島根） 

場 所：松江市宍道ふるさと森林公園（島根県出雲市） 

日 付：平成２４年８月１９日（日） 

スタッフ：（講師兼事務局）長谷川克（指導員）現地ボランティアスタッフ 

参加者：３９名（小学１～６年生、高校生）、その他 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：松江東ロータリークラブ主催の｢作って遊ぶ・原っぱ塾｣の一環として開催 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 



  

第９回（福岡） 

場 所：青年の家（福岡県田川郡） 

日 付：平成２４年８月２４日（金） 

スタッフ：（講師）安藤由隆（講師兼事務局）渡久地政光  

    （指導員）安藤ひとみ、野田正智、福永勝弘 

参加者：７０名（中学１年生）、その他保護者等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他： 田川郡川崎町立川崎中学校１年生対象として初開催 

 

第１０回（埼玉） 

場 所：狭山市立富士見小学校体育館（埼玉県狭山市） 

日 付：平成２４年８月２５日（土） 

スタッフ：（講師兼事務局）山科達雄 

参加者：１２名（小学２～６年生）、保護者等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：狭山市富士見集会所主催の「小学生ふれあい教室」として初開催 

 

第１１回（神奈川） 

場 所：東本郷小学校コミュニティハウス（神奈川県横浜市） 

日 付：平成２４年９月８日（土） 

スタッフ：（講師）中澤正雄（指導員）三留益良男、辻董、熊井恒雄（事務局）種村英樹 

参加者：開催中止（小学１～６年生）、保護者等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：連続３回目の開催予定であったが参加者が集まらず中止 

 

第１２回（千葉） 

場 所：航空科学博物館（千葉県山武郡） 

日 付：平成２４年９月２３日（日） 

スタッフ：（講師）塙 隆之（指導員兼事務局）山科達雄 博物館ボランティア３名 

参加者：３０名（小学１～６年生）、その他園児・保護者等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：博物館からの依頼により成田地区「空の日」関連事業として開催 

 

第１３回（千葉） 

場 所：幕張メッセ（千葉県千葉市）（第５２回全日本模型ホビーショーの会場） 

日 付：平成２４年１０月１３日（土）、１４日（日） 

スタッフ：（指導員）和田光信、出口東生、平尾寿康、勝山彊、岡田英二、辻董、塙隆之、 

田邊義和、渡久地政光、山科達雄 （事務局）種村英樹 

参加者：７９名（来場の子供）、他保護者等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：（１）６年連続の開催 

（２）イベントタイプの教室（機体製作と飛行）として開催 

＊ 

＊ 



  

第１４回（東京） 

場 所：共立女子学園八王子校舎（東京都八王子市） 

日 付：平成２４年１０月２１日（日） 

スタッフ：（講師）田邊義和 （指導員･事務局）渡久地政光、勝山彊 

参加者：開催中止（参加者が少なく主催者判断で中止となった。募集は近隣小学生） 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：共立女子学園の公開講座イベントの一環として初開催となる予定であった 

 

第１５回（千葉） 

場 所：東庄町利根川河川敷「町民会場」（千葉県香取郡） 

（第３回東庄 RC 航空ショー2012 の会場） 

日 付：平成２４年１０月２１日（日） 

スタッフ：（講師）塙 隆之  現地より４名補助員ボランティア 

参加者：５０名（２５名×２回）（会場の子供）、他保護者等 

機 材：ゴム動力模型飛行機（ツバメ玩具製作所・プロペラひこうき） 

その他：（１）東庄町商工会･泉水俊彦様からの依頼で 2010 の第２回開催に続き開催 

（２）座学は行なわないイベントタイプの教室（機体製作と飛行）を実施 

 

第１６回（宮城） 

場 所：気仙沼市総合体育館（宮城県気仙沼市） 

日 付：平成２４年１０月２８日（日） 

スタッフ：（講師）鈴木敦雄（指導員兼事務局）山科達雄 

参加者：１１名（小学３～６年生）、他保護者、気仙沼商工会議所関係者 他 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他： 気仙沼商工会議の協力により６年連続開催 

 

第１７回（石川） 

場 所：金沢市教育プラザ富樫・体育館（石川県金沢市） 

日 付：平成２４年１１月３日（土） 

スタッフ：（講師兼事務局）大能義寛 （指導員）村上智義、松任辰夫、寺元洋志、鎌田友洋 

参加者：２６名（聖ヨゼフ幼稚園児とその兄弟と保護者）他 

機 材：ゴム動力模型飛行機（ツバメ玩具製作所・プロペラひこうき） 

その他：対象外年齢であったが母の会の強い希望と、近隣の大能講師の快諾により開催 

 

第１８回（埼玉） 

場 所：ホンダエアポート（埼玉県川島町） 

日 付：平成２４年１１月１７日（土） 

スタッフ：（講師）山科達雄（指導員）渡久地政光、勝山彊、田邊義和 

ホンダフライングクラブスタッフ、（事務局）種村英樹 

参加者：１０８名（小学校１～６年生）※低学年は保護者同伴 

機 材：ゴム動力模型飛行機（ツバメ玩具製作所・プロペラひこうき） 

その他：ホンダフライングクラブからの申込｡同クラブの｢ジュニアウィングス｣*と同時 

 ２年連続開催 (*小型機の操縦席に乗り込み、操縦方法の説明を受け、操縦席で 

記念撮影) 

＊ 

＊ 



  

第１９回（千葉） 

場 所：四街道市総合体育館（千葉県四街道市） 

日 付：平成２４年１１月１８日（日） 

スタッフ：（講師）金川茂（指導員）出口東生 

参加者：１６名（小学２～６年生） 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：ＲＣ曲技委員会からの申込。Ｆ３Ｐプレ日本選手権会場で開催 

四街道市、四街道市教育委員会の後援事業 

 

第２０回（千葉） 

場 所：白井市立南山小学校（千葉県白井市） 

日 付：平成２４年１２月１５日（土） 

スタッフ：（講師）山科達雄（事務局兼補助員）種村英樹 

参加者：１５名（小学５～６年生）、他教職員 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：「航空スポーツ教室」と共催にて実施 

 

第２１回（千葉） 

場 所：旭市立滝郷小学校（千葉県旭市） 

日 付：平成２５年１月２６日（土） 

スタッフ：（講師兼事務局）和田光信（指導員）勝山彊、平尾寿康、浅沼資司、柳沼徳弘 

参加者：２０名（小学１～６年生）、他教職員 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：模型航空フリーフライト日本選手権開催地の関係で初開催 

 

第２２回（福岡） 

場 所：宮若市立若宮小学校（福岡県宮若市） 

日 付：平成２５年２月２日（土） 

スタッフ：（講師兼事務局）安藤由隆（指導員）安藤ひとみ、野田正智、福永勝弘、杉山良広 

参加者：５１名 （小学５年生） 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：若宮小学校からの申込で２年連続開催 

 

第２３回（東京） 

場 所：国分寺市立教育センター（東京都国分寺市） 

日 付：平成２５年３月６日（水） 

スタッフ：（講師）山科達雄（事務局兼補助員）種村英樹 

参加者：８名（中学１～３年生）、他教職員 

機 材：ゴム動力模型飛行機（スカイ・キッズ号） 

その他：（１）国分寺市教育委員会からの依頼で、適応指導教室の活動(トライルーム)とし

て６年連続の開催 

 （２）最少催行人数(20名)に満たなかったが申請者の強い希望に賛同し開催 

以上 

＊ 

＊ 

＊ 



  

 

 
 

  
 

 

 

 

  
 

 

 

 

  
 

  
 

 

 

 

平成２４年度教室アルバム 



  

 

 

スカイ・キッズ号の有償頒布について 

 

 

昨年度に引き続き「こども模型飛行機教室」以外でも、子供達にスカイ・キッズ号に   

親しんでもらえる機会を提供するため、スカイ・キッズ号を使用して独自に教室を行いた

いという講師や団体には、機材を有償で提供しました。 

平成２４年度は講師練習用等を含め、以下の団体等に合計８４５機を提供しました。 

 

 

 

販売機数 相手先 イベント・教室実施時期  

341 
三菱電機エンジニアリング 

ユニオン 
2012/07/7･8、14･15 ★ 

16 籔腰様(カスリーン公園関係) 2012/07/28 (日) － 

108 
模型航空連盟 FF委員会 

及び金川様 
2012/07/14 (土) ★ 

44 後藤勇吉顕彰会 2012/08/04 (土) － 

24 岬町教育委員会 2012/08/04 (土) ★ 

84 大阪工業大学 
2012/09/01(月)  

2012/10/26-27 
★ 

24 宮本様 2012/09/30(日)頃 － 

36 モデルショップヨシオカ 2013/01/27 (日) ★ 

120 大阪府・梶様 2013/02/03 (日) ★ 

48 東京大学・三木様 2013/03/24 (日) ★ 

（★のあるものについては、以下 実施報告書を掲載） 



  

２０１２年１１月１６日 

 

こども模型飛行機教室全国推進委員会 

      会 長  殿 

 

報告：  三菱電機エンジニアリングユニオン（担当：東） 

 

ＳＫＹ ＫＩＤＳ号 による模型飛行機教室の実施報告書 
 

模型飛行機教室を実施しましたのでご報告いたします。 

 

１．実施場所： 全国５地区で開催          

２．実 施 日： ２０１２年７月７・８日・１４・１５日 

３．参加人数：（子供）  １２６ 名（保護者・関係者） ２６５ 名 

４．概要内容： 

 弊労組の全国２１支部をＡ～Ｅの５地区に分け、事前に制作した様子の映像を見

ながら参加者が飛行機を制作し、フリーフライト国内級競技規定を参考にした競技

規則のもと、計３回の飛行記録（滞空時間）の合計を競いました。また、模型飛行

機の競技に加え、各地区でオリジナルのイベントも追加し、「エムイーフェスタ２０

１２」と題して１泊２日のイベントを開催しました。              

 各地区での開催日時・場所、イベントの概要は以下を参照して下さい。     

５．ご意見・ご要望・改善点等 

 このたびは模型飛行機のサンプルのご提供から作成の指導、多くの機体の準備な

ど、大変お世話になりました。 参加者（子供）は難易度がほどよく各地区ともに

楽しみ、良い機会となりました。ありがとうございました。            

 次回は未定ですが、機会がありましたらまたよろしくお願いします。  
 

各地区の概要 

Ａ地区（郡山・東京・鎌倉・群馬支部）       2012年７月７・８日  神奈川県立愛川ふれあいの村 

 滞空時間競技の１位は、３回の合計で 36秒。キャンプファイヤーは雨で中止。 

Ｂ地区（静岡・中津川・名古屋・中部・稲沢支部） 2012年７月７・８日  愛知県野外教育センター 

滞空時間競技の１位は、３回の合計で 31秒。７日の午前中までは雨だったため、晴れ用プログラム 

（ハイキング）は中止。マスつかみが好評。 

Ｃ地区（京都・関西・伊丹・三田・和歌山支部）  2012年７月７・８日  和歌山市立少年自然の家 

滞空時間競技の１位は、３回の合計で 39秒。夕食は各支部で異なるカレーを作り食べ比べ。 

Ｄ地区（神戸・姫路・赤穂・丸亀・福山支部）   2012年７月 14・15日 国民宿舎「小豆島」 

滞空時間競技の１位は、３回の合計で 30秒。子供・大人それぞれ上位１～３位に記念品を贈呈。 

小豆島内の各種施設を利用して楽しんだ。 

Ｅ地区（九州・長崎支部）               2012年７月７・８日   佐賀県北山少年自然の家 

滞空時間競技の１位は、３回の合計で 33秒。 すいか割りも実施。 

Ｂ地区集合写真              Ｄ地区集合写真 

以上



  

 

2012 年 FAI フリーフライトアジア選手権(モンゴル)での模型教室報告 

 

               日本模型航空連盟（JMA） FF 委員会 和田 光信  

 

 

今回 2012 年 7 月 15 日から 21 日にかけてモンゴル、ウランバートル郊外で行われた   

「ワールドカップイベント・モンゴリアカップ」「MIXMEN CONTEST」の 3 大会に   

参加してきました。「アジア選手権 」は今回が正式に開かれる最初の FAI 主催のアジア  

選手権です。「モンゴリアカップ」「MIXMEN」は今までも何回かモンゴルで開催された  

世界各国の選手が参加できるオープン競技で ワールドカップ「モンゴリアカップ」は  

ワールドカップポイントの対象競技、「MIXMEN」は優勝者に 1000 ユーロの賞金の出る 

レースになっています。  

今回、開会式終了後近くの飛行場のイベント施設を使って「子供模型飛行機教室」を  

開催しました。この催しは我々JMA FF 委員会からモンゴル模型連盟へのアジア選手権 

開催へのお祝いプレゼントということでモンゴル側に提案して実現したものです。 

 

内容は日本航空協会の「子供模型飛行機教室」

と同様で、全員室内で機体製作して、その後に  

飛行会というプログラムです。機体は 航空協会

オリジナルの「スカイ・キッズ号」を 60 機日本か

ら送り準備しました。 

但し狭い日本と違って施設を一歩出ると周囲は

何キロも続く大草原です。どんなに飛んでも見失

う心配はありません。そこで動力用のゴムは F1B

の競技で使用するコンテスト用の「FAI Tan 

SuperSport Rubber」を用意しました。これに  

よってキット付属のゴムの倍以上のプロペラ回転

時間が得られ高度も倍以上獲得することができま

す。 

時間になると 続々と子供たちとその両親、 

家族が集まってきました。モンゴル模型連盟の 

ガンゾリック氏の奥さんボルルさんがその対応に

大わらわでした。モンゴル模型航空連盟から立派

なカップも準備されていました。 

始まってしまえば子供たちも大いに頑張って 

制作して一所懸命飛ばしていましたが、同様に、 

あるいはそれ以上に親たちが必死で自分の子供の

飛行機が飛ぶように熱くなっていました。 

あっという間の２時間余りの模型教室でしたが、

子供も大人も大いに楽しんで有意義な時間を過ご

してもらえたようで、企画した我々としてもうれ

しい教室開催となりました。  

 

 

 

      以上 



  

 

平成２４年８月１４日 

 

日本航空協会 航空スポーツ室 

こども模型飛行機教室事務 局 様 

大阪府泉南郡岬町教育委員会 

生涯学習課   小川  正純 

 

スカイ・キッズ号使用報告書の提出について 

 

 標記のことについて、下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

 １．使 用 日 時   平成２４年８月４日（土） 

 ２．使 用 場 所   岬町立淡輪小学校教室及び体育館 

 ３．使用プログラム名   サマーキャンプ in みさき（模型飛行機教室） 

         （主催 岬町青少年指導員協議会 事務局 岬町教育委員会 生涯学習課） 

 ４．参 加 人 数   親子 20名  スタッフ 10名 

 ５．参 加 者 の 意 見   作りやすかった 

想像していたよりもよく飛んだ 

              飛行機に好きな絵が書けて楽しかった ・・・等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上 



  

 

模型飛行機教室の報告 

2012年 9月 12日 

 

大阪工業大学 機械工学科 教授 小池 勝 

 

スカイ・キッズ号を教材としたこども模型飛行機教室を開催しましたので，結果を報告

します． 

この教室は大阪工業大学が地域の子供向けのイベント「工作実感フェア」の一環として，

毎年夏休みの終わりごろ実施しているものです．つまり夏休みの「自由研究」のネタを鄭

京するものです．建築模型を作る，ロボットを作るなど，小学生向けのプログラムが用意

され，大学の教員，学生が一丸となって地域の小学生に工作や科学の面白さを伝え，かつ

こどもたちの夏休みの自由研究のネタを提供し，よって将来子供たちに工学系の大学に進

学してもらうことをねらっています．本年は 9 月 1 日（土）に開催され，父兄も含め 3400

人超の来場がありました． 

この中でこども模型飛行機教室は親子 20 組を定員とし，午前 10 組 10 時～12 時，午後

10 組 13 時～15 時の間で製作，飛行に取り組みました．製作場所は教室，飛行場所は近く

の淀川河川敷としました．講師は本学の機械工学科 航空工学研究室の小池勝が務め，  

補助に学生が 3 名加わりました．プログラム名は「ゴム動力飛行機を飛ばそう」です．   

参加者は小学生の低学年のこどもと親の組み合わせでしたが，製作飛行ともにこどもだけ

では難しく，親が熱心にこどもを指導していました．約 1 時間で説明と製作を終え，後半 

1時間で飛行させました．午前の部は幸い無風～弱風の好天に恵まれ，大阪工業大学の大宮

キャンパスに隣接する淀川河川敷で飛ばすことができました．午後の部では雷雨が襲来し

飛行場所を教室としたため，ゴムを少しだけ巻いて小手調べとなりました．少し消化不良

でしたが，皆さん嬉しそうに完成した飛行機を持ち帰りました． 

 

 

 

以上



  

 

こども模型飛行機教室の報告 

 

2012年 10月 27,28日 

 

大阪工業大学 機械工学科 教授 小池 勝 

 

 

スカイキッズ号を教材としたこども模型飛行機教室を開催しましたので，結果を報告し

ます． 

大阪工業大学の学園祭「城北祭」が 10 月 26～28 日の 3 日間開催され，その中で「ものづくり

実践教室」の 63種類のプログラムの一つ，「ゴム動力飛行機を飛ばそう」という教室として開催

しました．10 月 27日（土）と 28 日（日）の 2日間，午前 10組，午後 10組，合計 40組 開催

されました．来場者は大部分小学生と親のペアでした．主催者としては中学生や高校生にも来て

欲しかったのですが．ちなみに城北祭の来場者数は 14010人で，昨年より５％増でした．「ゴム

動力飛行機を飛ばそう」には毎回 10組を大幅に超える応募がありましたが，先着順で参加人数

を 10 組づつに絞りました． 

午前 10組は 10時～12時，午後 10組は 13時～15時の間で製作，飛行に取り組みました．

製作場所は教室，飛行場所は近くの淀川河川敷としました．講師は本学の機械工学科 航

空工学研究室 教授の小池勝が務め，補助に学生が２名が加わりました．約 1 時間で説明

と製作を終えましたが，その中で今回は調整の基本を説明して好評でした．つまりラダー

を右に曲げれば滑空で飛行機は右に曲がること，エレベータを上に曲げれば頭上げ，下に

曲げれば頭下げの滑空になることを，実際にやって見せたところ，大いに興味をひかれた

様子でした．我々が当たり前に思っていることも，知らない人には驚きのようです．その

後，約 1 時間飛行させましたが，調整の基本を生かして，よく飛ぶように調整された飛行

機が多くなりました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 



  

 

実施報告書 

 

この度はスカイ・キッズ号を手配いただきありがとうございました。 

27日の本日、高知市の介良小学校のイベントの中の模型教室を無事終えることができまし

た。 

当初、イベントは 1月 20日と小学校よりご案内いただいていたのですが、27日に変更とな

りました。 

 

今年も「介良の祭り」と銘打った学校あげてのイベントに参加させていただきました。 

料理教室や凧づくり教室など 24講座の中で全校生徒が希望の講座を受けるのですが、今回

も模型飛行機教室は一番人気で、高学年（4年～6年）26名・低学年（1年～3年）28名の

2教室に別れての試みとなりました。高学年の教材は「ヒロボー：スカイ・キッズ号」、   

低学年は「ヨシダ：ソフトプレーン」を教材に使わせていただきました。 

 

私は去年に引続き、低学年の教室を担当したのですが、去年私の同じ講座に参加していた

２人の生徒さんが今回も参加していました。 

去年この２人は、教材のパーツを折ってしまうなど模型飛行機の製作に手こずっていた生

徒さんだったのですが今年は一転、他の友達に教える立場になっていました。 

２人の成長にも助けてもらい、スムーズに講座を終えることができました。 

 

模型教室で講師をさせていただいて、自分の作ったものを飛ばす（動かす）ことは現代の

子供達にとっても大いに興味をもってもらえることがよく分かります。 

今は大人も含めてそういったことに触れる機会が少ないだけで、日本人のモノ作りを復活

させるには「介良の祭り」のような試みを大人が率先してやっていくことが重要だと感じ

ております。 

 

模型教室の写真ですが、カメラのレンズが壊れてしまい、あまりいい絵が撮れませんでし

た。何とか撮れたものを２枚送らせていただきます。 

 

高学年・飛行風景             低学年・製作風景 

 

（モデルショップヨシオカ 吉岡秀高） 

 



  

 

実施報告書 

 

先日、以下の通り、模型飛行機教室を実施しましたので報告します。 

 

実施場所：大阪市立大道南小学校 （東淀川区） 

実施日 ：平成２５年２月３日(日) ９時３０分～１３時 

参加人数：１年１０人､２年１８人､３年１４人､４年２０人､５年１８人､６年２１人 

保護者（見学）２０人程度、講師・補助員１０人、関係者２人 

 

教室概要： 

大道南はぐくみネット主催のふれあい教室「大道南っ子教室」の中の１つの教室として

行った。 

全児童に希望教室のアンケートを取り、飛行機教室を希望した児童を低学年、高学年の

２つの グループに分け、それぞれ約１時間ずつ模型飛行機の作成教室を行った。 

講師は教頭先生に依頼し、ＰＴＡ役員の約１０名に講師補助をお願いした。 

教室の後、希望者のみ(約４０名)体育館にて飛行機の試し飛行を行った。 

 

希望： 

飛行機を入れている袋をはさみを使わなくても開ける袋にしてほしい。 

今回は当日にはさみを用意するのが大変だったので、事前にはさみで開けた上で、 

セロハンテープで仮留めして子どもたちに渡したが、できれば、その手間をなくしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               （大阪市東淀川区・梶賢二） 



  

平成 25 年 3月 25日 
 

こども模型飛行機教室全国推進委員会 会長 殿 
 

 

報告者：東京大学工学系研究科国際工学教育推進機構 三木 功次 

 

ＳＫＹ ＫＩＤＳ号 による模型飛行機教室の実施報告書 

 

模型飛行機教室を実施しましたのでご報告いたします。 

 

１．実施場所：   東京大学工学部２号館                    

（イベント名等）第１１回東大テクノサイエンスカフェ「工学道場〜ものづくり入門〜」    

２．実 施 日： 平成 25年 3 月 24日 9：15 ～ 16：00  

３．参加人数：（学年）小学 5年・13名（学年）小学 6年・15名（学年）中学 1年・7名 

    （保護者） 40 名（講師・補助員） 9名（関係者） 5名 

４．教室概要：（スケジュール・講師・教室依頼先等） 

9:15- 9:45  東京大学工学部紹介  鈴木真二教授         

10:00-11:00 飛行機について 航空宇宙工学専攻学生（班別講習） 

11:00-12:00 模型飛行機（スカイキッズ）製作          

12:00-13:00 昼食休憩                     

13:00-14:30 飛行機の調整、飛ばし方講習            

14:30-15:00 まとめのお話 土屋武司准教授           

15:00-15:30 Robotechの紹介、実演               

15:30-16:00 質疑応答、アンケート               

５．ご意見・ご要望・改善点等 

安価でご提供していただきありがとうございました。       
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平成２５年３月３１日現在 

 

こども模型飛行機教室全国推進委員会、部会、事務局名簿（平成２４年度） 

＊新任 

 

 

推進委員会 

 

会 長： 佐藤 信之（一般財団法人日本航空協会 専務理事） 

副会長： 落合 一夫（日本模型航空連盟 会長） 

 内田 悦弘（日本プラモデル工業協同組合 理事長） 

委 員： 田宮 俊作（静岡模型教材協同組合 会長） 

 酒井 隆輝（名古屋模型流通協議会 会長） 

 亀村 隆三（関西模型卸会 会長） 

 澤井 経之（関西エンジン模型卸会 会長） 

 田村  博 （日本ラジコン模型工業会 会長） 

監 事： 増田  勉 （一般財団法人日本ラジコン電波安全協会 理事長 

          兼 日本科学模型安全委員会 会長） 

 吉岡 嗣貴（日本科学模型安全委員会 安全委員） 

 

運営部会 

 

部 会 長：松浦 光昭（一般財団法人日本航空協会 常務理事）＊ 

副部会長：金川  茂（日本模型航空連盟 理事長） 

部 会 員：長谷川 克（日本模型航空連盟 理事） 

 

機体選定部会 

 

部 会 長：落合 一夫（日本模型航空連盟 会長） 

副部会長：内田 悦弘（日本プラモデル工業協同組合 理事長） 

副部会長：吉岡 嗣貴（日本科学模型安全委員会 安全委員） 

部 会 員：山科 達雄（日本模型航空連盟 事務局長） 

 

事務局 

 

事 務 局 長：松浦 光昭  （一般財団法人日本航空協会 常務理事）＊ 

事務局次長：山科 達雄 （日本模型航空連盟 事務局長） 

局   員：渡久地 政光（日本模型航空連盟 事務局） 

局 員：種村 英樹  （一般財団法人日本航空協会 航空スポーツ室） 

 



  

認定講師リスト 

 

氏名 県 担当地域 認定日 

 １．落合一夫 東京都 全国 平成１７年 ４月 １日 

 ２．長谷川克 大阪府 関西・中国 平成１７年 ４月 １日 

 ３．吉岡嗣貴 高知県 四国・中国 平成１７年 ４月 １日 

 ４．金川 茂 千葉県 全国 平成１７年 ６月 １日 

 ５．平尾寿康 千葉県 全国 平成１７年 ７月 ７日 

 ６．渡久地政光 東京都 全国 平成１７年 ７月 ７日 

 ７．山科達雄 東京都 全国 平成１７年 ７月 ７日 

 ８．塙 隆之 千葉県 関東 平成１７年 ９月１７日 

 ９．吉川 廣 愛知県 中部 平成１７年１１月 ６日 

１０．竹内栄重 愛知県 中部 平成１７年１１月 ６日 

１１．松島安則 宮崎県 九州 平成１７年１１月１２日 

１２．黒木 泉 宮崎県 九州 平成１７年１１月１２日 

１３．橋本喜一郎 福岡県 九州 平成１７年１１月１２日 

１４．和田光信 東京都 全国 平成１７年１１月１９日 

１５．川村全佑 岩手県 東北 平成１８年 ２月１９日 

１６．玉井秀男 岩手県 東北 平成１８年 ２月１９日 

１７．大能義寛 石川県 北陸 平成１８年 ８月１９日 

１８．島崎 一 宮崎県 九州 平成１８年１１月１８日 

１９．高田富造 京都府 関西 平成１９年 ３月２１日 

２０．小林 忍 東京都 全国 平成１９年 ６月 ２日 

２１．西澤 実 愛知県 中部 平成２０年 ８月 ５日 

２２．田邊義和 東京都 関東 平成２０年 ８月 ７日 

２３．鷲見健次 大阪府 関西 平成２０年１０月 ５日 

２４．鈴木淳雄 宮城県 東北 平成２１年１０月１１日 

２５．中澤正雄 神奈川県 関東 平成２１年１２月１９日 

２６．岡田英二 神奈川県 関東 平成２２年 ２月 ６日 

２７．吉永英明 石川県 北陸 平成２２年 ８月２２日 

２８．安藤由隆 福岡県 九州 平成２２年 ８月２８日 

 

以上２８名 

 

＊昨年度に引き続き平成２４年度に講師の認定はなかった。 

 

 


